
＊この広報紙は、県の総合・合同庁舎でもお渡ししています。̶1̶

●
開
会
日
（
２
月
22
日
）

■
知
事
提
案
説
明
　
〜
県
勢
浮
揚
に
向
け
て
10
年
連
続
の
積
極
型
予
算
案
を
提
出
〜

尾
﨑
知
事
は
、
当
面
す
る
県
政
の
主
要
な
課
題
に
つ
い
て
、
「
県
民
所
得
の
成
長

率
が
国
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
推
移
す
る
な
ど
の
明
る
い
兆
し
も
見
え
る
よ
う
に
な
り
、

平
成
30

年
度
は
、
県
勢
浮
揚
に
向
け
た
動
き
を
将
来
に
わ
た
っ
て
確
か
な
も
の
と

し
て
い
く
た
め
に
大
変
重
要
な
年
に
な
る
。
人
材
の
育
成
な
ど
に
重
点
を
置
い
て
、

経
済
の
活
性
化
を
は
じ
め
と
す
る
５
つ
の
基
本
政
策
と
３
つ
の
横
断
的
な
政
策
の
抜

本
強
化
を
図
り
、
官
民
協
働
、
市
町
村
政
と
の
連
携
協
調
の
も
と
、
成
果
に
徹

底
的
に
こ
だ
わ
り
、
私
自
身
先
頭
に
立
っ
て
、
県
勢
浮
揚
に
向
け
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

次
に
、
「
平
成
30

年
度
当
初
予
算
案
は
総
額
４
５
０
８
億
円
余
り
と
、
前
年
度

に
比
べ
約
83

億
円
の
減
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
２
月
補
正
予
算
に
計
上
し
た
生
産

性
革
命
や
事
前
防
災
・
減
災
に
資
す
る
国
の
経
済
対
策
分
を
含
む
実
質
的
な
当

初
予
算
ベ
ー
ス
で
は
、
前
年
度
を
約
76

億
円
上
回
る
総
額
４
６
７
５
億
円
余
り
と

な
り
、
10

年
連
続
の
積
極
型
予
算
案
に
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
最
後
に
、
今
回
提

出
し
た
議
案
１
０
０
件
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

■
議
員
提
出
議
案
の
採
決

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
決
議
議
案
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

●
一
般
質
問
（
３
月
１
日
〜
８
日
）

一
括
質
問
形
式
に
よ
り
、
11

名
の
議
員
が
、
高
等
学
校
教
育
や
働
き
方
改
革
、

商
工
会
の
不
正
受
給
問
題
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
問
一
答
形

式
に
よ
り
、
15

名
の
議
員
が
、
農
業
の
基
盤
整
備
や
国
際
人
材
の
確
保
、
文
化
芸

術
の
担
い
手
育
成
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

●
常
任
委
員
会
審
査
（
３
月
９
日
〜
16
日
）

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議
案
１
０
０
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

●
閉
会
日
（
３
月
20
日
）

■
一
般
会
計
予
算
な
ど
を
可
決

知
事
提
出
議
案
１
０
０
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
追
加
提
出

さ
れ
た
人
事
議
案
５
件
に
同
意
し
ま
し
た
。

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
議
案
２
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
正
副
議
長
を
選
出

正
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
土
森
正
典
議
員
、
副
議
長
に
坂
本
孝

幸
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

２

月

定

例

会

の

概

要

会
期
　
２
月
22
日
〜
３
月
20
日 

【
27
日
間
】

県
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
議
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
格
別

の
御
支
援
、
御
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
県
で
は
、
尾
﨑
知
事
を
先
頭
に
県
勢
浮
揚
に
向
け
、
経
済
の
活

性
化
、
日
本
一
の
健
康
長
寿
県
づ
く
り
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
の

抜
本
強
化
・
加
速
化
な
ど
5
つ
の
基
本
政
策
と
中
山
間
対
策
の
充
実
・

強
化
な
ど
3
つ
の
横
断
的
な
政
策
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
一
人
当
た
り
の
県
民
所
得
の
成
長
率
は
国
を
上
回
る

ペ
ー
ス
で
推
移
し
、
ま
た
、
昨
年
の
県
外
観
光
客
入
込
数
が
過
去
最

高
の
4
4
0
万
人
と
な
る
な
ど
、
経
済
を
は
じ
め
と
す
る
各
分
野
で

成
果
が
表
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
人
口
減
少
が
続
く
な
ど
、
全
国
の
地
方
が
抱
え
る
厳
し

い
現
状
に
も
直
面
し
て
お
り
、
政
策
の
さ
ら
な
る
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

県
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
県
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、

県
民
の
視
点
に
立
っ
て
県
行
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な

政
策
提
言
を
行
っ
て
い
く
な
ど
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
施
策
が
展
開
さ

れ
、
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
が
着
実
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
役
割

を
果
た
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

県
政
が
、
さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け
た
挑
戦
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
の
重
要
な
時
期
に
、
正
副
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
こ
と
に
、

改
め
て
そ
の
使
命
と
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
が
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

県
民
の
皆
様
か
ら
負
託
を
受
け
ま
し
た
議
会
の
使
命
と
い
た
し
ま

し
て
、
皆
様
の
声
を
県
政
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
と

と
も
に
、
議
会
改
革
を
さ
ら
に
進
め
な
が
ら
、
県
民
生
活
の
向
上
及

び
県
勢
の
発
展
に
向
け
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の

御
指
導
、
御
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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県
で
入
札
さ
れ
る
工
事
等

の
最
低
制
限
価
格
は
、
予
定
価

格
の

90
％
以
上
の
上
限
設
定
が

で
き
な
い
。
地
震
や
豪
雨
災
害

な
ど
に
直
面
す
る
確
率
が
高
い

本
県
で
は
、
足
腰
の
強
い
建
設

業
へ
の
再
生
が
必
要
な
た
め
、

独
自
基
準
に
よ
る
算
定
の
加
算

を
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

問
　
土
木
部
長
　
調
査
基
準
価

格
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
国
や
多

く
の
自
治
体
で
採
用
さ
れ
て
い
る
中

央
公
共
工
事
契
約
制
度
運
用
連
絡

協
議
会
モ
デ
ル
を
使
用
し
て
い
る
。

異
な
る
基
準
を
採
用
す
る
県
が
あ

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
建
設

事
業
者
の
適
正
な
利
潤
を
確
保
す

る
に
は
適
正
な
予
定
価
格
の
設
定

が
最
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

答

　
知
事
　
高
齢
者
の
暮
ら
し
を

守
り
、
若
者
が
住
み
続
け
ら
れ
る
中

山
間
地
域
を
実
現
す
る
に
は
、
地
産

外
商
と
移
住
促
進
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
る
。
庁
内
で
は
中
山
間
総
合

対
策
本
部
に
全
部
局
が
参
画
し
て

取
組
を
進
め
、
地
域
に
は
産
業
振
興

推
進
地
域
本
部
を
設
置
し
、
市
町

村
に
も
参
画
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら

取
組
を
進
め
て
い
る
。

答
　
中
山
間
地
域
で
は
、
介
護

や
教
育
、
公
共
交
通
な
ど
単
独

町
村
で
は
処
理
し
切
れ
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
が
、
将
来
の
姿

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、

地
域
振
興
に
は
、
実
情
に
合
っ

た
縦
割
り
を
超
え
た
施
策
が
必

要
で
は
な
い
か
。

問

　
土
木
部
長
　
県
が
管
理
す

る
6
6
3
河
川
の
う
ち
58

河
川
で

設
置
さ
れ
て
い
る
水
位
計
を
、
新
た

に
吉
見
川
な
ど
1
0
9
河
川
で
設

置
す
る
。
ま
た
、
神
田
川
な
ど
の
８

河
川
で
掘
削
や
堤
防
の
整
備
を
行

い
、
再
度
氾
濫
の
防
止
対
策
を
進
め

る
。
さ
ら
に
、
安
田
川
な
ど
の
14

河

川
で
砂
防
堰
堤
等
を
整
備
し
、上
流

域
の
土
砂
・
流
木
対
策
を
進
め
る
。

答

　
九
州
北
部
豪
雨
で
中
小
河

川
が
相
次
い
で
氾
濫
し
た
こ
と

を
受
け
、
国
交
省
が
緊
急
点
検

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
を
踏
ま

え

、
３

年

間

で

事

業

費

3
7
0
0
億
円
の
緊
急
治
水
対

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ

る
が
、
本
県
の
対
応
を
聞
く
。

問

　
教
育
長
　
毎
年
大
量
に
退

職
す
る
中
で
、
審
査
日
程
の
前
倒
し

や
関
西
会
場
で
の
第
一
次
審
査
、
年

齢
制
限
の
緩
和
な
ど
に
取
り
組
ん

で
採
用
数
を
増
や
し
て
い
る
が
、
お

の
ず
と
限
界
が
あ
る
。
県
外
か
ら
の

採
用
と
定
年
を
迎
え
た
方
に
長
く

勤
め
て
い
た
だ
く
と
い
う
２
つ
の
形

で
人
材
を
確
保
し
て
い
く
。

答
　
多
く
の
臨
時
教
員
、
非
常

勤
職
員
が
定
数
内
で
配
置
さ
れ

て
お
り
、
正
規
教
員
の
産
休
、
育

休
、
病
休
な
ど
に
対
応
で
き
ず
、

先
生
の
い
な
い
教
室
が
生
ま
れ

て
い
る
。
正
規
の
採
用
を
増
や

す
な
ど
、
教
育
環
境
を
改
善
す

る
決
意
を
聞
く
。

問

中根　佐知
（日本共産党）

　
知
事
　
過
疎
化
や
経
済
の
低

迷
な
ど
地
域
の
厳
し
い
現
状
を
何

と
か
克
服
し
た
い
と
、こ
の
10

年
余

り
全
力
で
取
組
を
進
め
て
き
た
。
そ

し
て
現
在
、
多
く
の
皆
様
の
努
力
に

よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
明
る
い

兆
し
が
見
ら
れ
て
き
た
が
、
県
勢
浮

揚
の
実
現
に
は
さ
ら
な
る
努
力
が
求

め
ら
れ
る
状
況
だ
。
県
民
の
皆
様
か

ら
の
負
託
に
応
え
て
い
く
こ
と
が
今

の
私
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
り
、

引
き
続
き
日
々
職
務
に
全
力
で
当

た
っ
て
い
く
。

答
　
当
時
と
し
て
は
全
国
最
年

少
の
尾
﨑
知
事
が
誕
生
し
て
10

年
が
過
ぎ
た
。
知
事
職
に
残
っ
て

ほ
し
い
、
ま
た
国
政
へ
転
出
と
い

う
声
も
聞
く
が
、
来
年
の
知
事
選

挙
で
は
い
ず
れ
の
道
を
選
ぶ
の
か
。

問

　

文
化
生
活
ス
ポ
ー
ツ
部
長

優
秀
な
ア
ス
リ
ー
ト
の
雇
用
は
、
本

県
の
競
技
力
の
向
上
だ
け
で
な
く
、

企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
活
力
の

醸
成
に
も
つ
な
が
る
。
よ
さ
こ
い
高

知
国
体
を
契
機
に
雇
用
を
促
進
し

て
い
る
が
、
十
分
と
は
言
え
な
い
。
今

後
は
、
高
知
県
移
住
促
進
・
人
材
確

保
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
マ
ッ
チ
ン
グ

に
努
め
る
。

答
　
大
学
な
ど
で
活
躍
し
た
選

手
が
高
知
に
帰
っ
て
き
た
く
て

も
、
ス
ポ
ー
ツ
で
き
る
環
境
の

企
業
が
な
く
県
外
で
就
職
し
て

し
ま
う
。
選
手
や
次
世
代
の
指

導
者
と
し
て
期
待
で
き
る
ア
ス

リ
ー
ト
と
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
が
で
き
な
い
か
。

問
学
生
ア
ス
リ
ー
ト
と

企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

中内　桂郎
（県民の会）

池脇　純一
（公明党）

金岡 佳時
（まほろばの会）

（自由民主党）

桑名　龍吾
（自由民主党）

　

知
事
　
小
学
生
か
ら
副
読

本
を
活
用
し
て
、ふ
る
さ
と
の
よ
さ

を
学
び
、
地
域
を
大
切
に
思
う
心
を

育
ん
で
い
る
。
高
校
生
に
は
、
地
域
課

題
解
決
学
習
や
講
演
会
に
加
え
、
新

た
に
県
内
企
業
の
見
学
や
情
報
交

換
会
も
実
施
す
る
。
大
学
生
に
も
企

業
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
す
る
ほ
か
、

答

高
知
求
人
ネ
ッ
ト
の
学
生
向
け
情

報
ペ
ー
ジ
を
充
実
す
る
。

　
本
県
人
口
の
社
会
減
は
、
平

成
19
年
度
の
5
2
2
2
人
か
ら

28
年
度
の
1
7
7
0
人
と
大
幅
に

改
善
し
た
が
、
さ
ら
な
る
流
出
防

止
に
向
け
て
、
家
庭
や
学
校
、
地
域

社
会
で
高
知
の
よ
さ
を
子
供
た
ち

に
伝
え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

問

今城　誠司

若
者
の
県
外
流
出
防
止

に
向
け
た
機
運
の
醸
成

来
年
の
知
事
選
挙
へ
の

対
応

正
規
教
員
の
採
用
増
に

よ
る
教
育
環
境
の
改
善

中
小
河
川
の
治
水
対
策

地
域
の
実
情
に
合
っ
た

中
山
間
振
興
策

最
低
制
限
価
格
と
調
査

基
準
価
格
の
算
定
率

　
知
事
　
国
民
主
権
、
基
本
的

人
権
の
尊
重
、
平
和
主
義
の
３
原
則

は
今
後
も
堅
持
し
て
い
く
べ
き
だ
と

考
え
る
一
方
、
大
規
模
災
害
に
対

処
す
る
た
め
の
緊
急
事
態
条
項
の

追
加
や
地
方
自
治
の
規
定
の
充
実

は
し
っ
か
り
議
論
す
べ
き
だ
と
考
え

て
い
る
。
時
間
は
か
か
っ
て
も
、
何
を

改
正
す
る
か
も
含
め
慎
重
か
つ
徹
底

し
た
議
論
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
　
憲
法
は
国
家
の
基
本
理
念

で
あ
り
、
何
よ
り
も
優
先
す
る

の
は
、
我
が
国
の
将
来
に
と
っ
て

本
当
に
必
要
な
改
正
は
何
か
を

見
い
だ
す
た
め
の
真
摯
な
議
論

だ
と
考
え
る
が
、
所
見
を
聞
く
。

問
憲
法
改
正
に
つ
い
て
の

真
摯
な
議
論

　
林
業
振
興
・
環
境
部
長
　

都
道
府
県
や
国
の
職
員
な
ど
が
森

林
総
合
監
理
士
と
し
て
市
町
村
を

支
援
す
る
日
本
版
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
制

度
が
平
成
26

年
度
か
ら
導
入
さ
れ
、

県
で
は
７
人
が
林
業
事
務
所
や
森

林
技
術
セ
ン
タ
ー
に
配
置
さ
れ
て
い

る
。
今
後
も
登
録
者
を
増
や
し
、
市

町
村
へ
の
技
術
的
な
支
援
を
強
化

す
る
こ
と
で
、
地
域
の
実
情
に
見

答

合
っ
た
多
様
な
森
林
整
備
を
進
め

て
い
き
た
い
。

　
ス
イ
ス
で
は
、
高
い
知
識

と
権
限
を
有
す
る
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
が
各
地
に
配
置
さ
れ
、
森

林
の
多
様
な
機
能
を
守
っ
て
い

る
。
本
県
で
も
持
続
可
能
な
森

林
環
境
管
理
の
視
点
が
重
要
だ

と
考
え
る
が
、
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の

位
置
付
け
と
必
要
性
を
聞
く
。

問
森
林
環
境
を
守
る

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
必
要
性

　
商
工
労
働
部
長
　
連
合
会

が
県
内
25

の
商
工
会
の
状
況
に
応

じ
て
広
域
的
か
つ
効
果
的
に
職
員

を
配
置
す
る
と
い
っ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
可
能
に
す
る
こ
と
が
全
体
最
適

答

　
補
助
要
件
を
満
た
し
て
い

な
い
商
工
会
、
商
工
会
議
所
が

４
つ
判
明
し
た
こ
と
を
受
け
、

県
の
補
助
要
件
を
見
直
す
こ
と

と
な
っ
た
が
、
高
知
県
商
工
会

連
合
会
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を

生
か
し
、
よ
り
広
域
的
な
対
応

が
可
能
と
な
る
仕
組
み
を
導
入

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問
高
知
県
商
工
会
連
合
会

へ
の
支
援

を
図
る
上
で
も
有
力
な
方
法
だ
と

考
え
る
が
、こ
れ
ま
で
の
組
織
運
営

を
大
き
く
変
更
す
る
も
の
な
の
で
、

連
合
会
と
十
分
協
議
し
た
上
で
進

め
る
必
要
が
あ
る
。

　
土
木
部
長
　
避
難
路
が
直

轄
国
道
の
場
合
は
、
必
要
な
対
策
を

講
じ
る
よ
う
国
に
働
き
か
け
、
県
管

理
道
路
の
場
合
は
、の
り
面
や
路
肩

答
　
大
豊
町
で
は
、
5
0
0
キ

ロ
以
上
あ
る
町
道
の
ほ
と
ん
ど

が
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
通
っ

て
い
る
。
避
難
所
に
避
難
す
る

に
は
安
全
な
避
難
路
が
ど
う
し

て
も
必
要
だ
が
、
国
道
、
県
道
、

町
道
の
整
備
に
つ
い
て
聞
く
。

問
安
全
な
避
難
路
の
整
備

の
補
強
な
ど
の
防
災
対
策
に
努
め
、

市
町
村
道
の
場
合
は
、
技
術
的
な
助

言
を
行
う
と
と
も
に
予
算
確
保
に

向
け
市
町
村
と
一
体
と
な
っ
て
国
に

訴
え
て
い
く
。
ま
た
、
的
確
な
情
報

提
供
や
防
災
学
習
会
な
ど
、ソ
フ
ト

対
策
の
充
実
も
大
切
だ
と
考
え
て

い
る
。

　
小
規
模
林
業
に
は
、
持
続

的
で
安
定
的
な
収
入
を
確
保
で

き
る
形
態
と
し
て
新
た
な
可
能

性
が
あ
る
。
林
業
や
地
域
の
活

性
化
に
も
貢
献
す
る
と
注
目
さ

れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
推

進
し
て
い
く
か
。

問
小
規
模
林
業
の
さ
ら
な
る

推
進

２月定例会本会議の質問

一
問
一
答

一
括
質
問

三
月
一
日

桑
名 

龍
吾

中
内 

桂
郎

中
根 

佐
知

三
月

七
日

久
保 

博
道

上
田 

周
五

吉
良 

富
彦

黒
岩 

正
好

上
田 

貢
太
郎

高
橋

　

 

徹

塚
地 

佐
智

三
月

八
日

横
山 

文
人

橋
本 

敏
男

土
居 

　央

前
田

　

 

強

下
村 

勝
幸

野
町 
雅
樹

弘
田 
兼
一

依
光 

晃
一
郎

三
月
二
日

池
脇 

純
一

金
岡 

佳
時

今
城 

誠
司

三
月

五
日

大
野 

辰
哉

田
中 
　徹

坂
本 

孝
幸

三
月

六
日

浜
田 

豪
太

武
石 

利
彦

̶2̶



　
過
疎
・
少
子
高
齢
化
と
と
も

に
商
店
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
中

山
間
地
域
で
は
、高
齢
で
自
動
車

に
乗
れ
な
く
な
る
と
買
い
物
な

ど
に
不
便
を
来
す
よ
う
に
な
る
。

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
で
の
買
い

物
弱
者
対
策
に
つ
い
て
聞
く
。

問

（県民の会）

大野 辰哉

　
林
業
振
興
・
環
境
部
長
　 

平
成
27

年
に
設
置
し
た
小
規
模
林

業
推
進
協
議
会
の
会
員
4
5
5
人

を
対
象
と
し
て
、知
識
の
習
得
や
資

格
の
取
得
、間
伐
・
作
業
道
開
設
へ
の

助
成
、安
全
指
導
な
ど
の
総
合
的
な

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、林
業
機

械
の
レ
ン
タ
ル
は
要
望
も
多
い
こ
と

か
ら
、
前
年
度
に
要
望
を
調
査
し
、

必
要
な
予
算
を
確
保
し
て
い
る
。

答
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
で
の

買
い
物
弱
者
対
策

　地
域
福
祉
部
長
　
見
守
り

が
必
要
な
高
齢
者
の
情
報
を
関
係

者
で
共
有
す
る
仕
組
み
や
、行
方
不

明
の
高
齢
者
を
協
力
し
て
捜
索
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
構
築
し
て

い
る
市
町
村
が
21

団
体
あ
る
。
平
成

30

年
度
か
ら
全
市
町
村
に
配
置
さ

れ
る
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
を

中
心
に
見
守
り
体
制
づ
く
り
を
支

援
し
て
い
く
。

答

　地
域
福
祉
部
長
　
平
成
26

年
度
に
補
助
金
を
創
設
し
て
ノ
ー
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
な
ど
を
推
進
し
て

お
り
、
29

年
度
は
前
年
度
を
上
回
る

44

の
事
業
所
が
福
祉
機
器
等
を
導

入
し
て
い
る
。
今
回
の
介
護
報
酬
の

改
定
に
よ
り
、介
護
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の

ニ
ー
ズ
も
一
層
高
ま
る
た
め
、
30

年

度
は
補
助
金
を
大
幅
に
拡
充
し
て

生
産
性
の
向
上
を
図
り
た
い
。

答
　
国
は
平
成
33
年
ま
で
の
３

年
間
を
生
産
性
革
命
・
集
中
投

資
期
間
と
し
て
、
中
小
企
業
の

投
資
促
進
と
賃
上
げ
環
境
の
整

備
を
行
う
が
、
本
県
の
介
護
分

野
で
の
改
革
に
つ
い
て
聞
く
。

問
介
護
分
野
で
の
生
産
性

革
命

　
県
内
の
全
市
町
村
に
生
活

困
窮
者
の
自
立
相
談
支
援
機
関

が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
制
度
や

窓
口
を
知
ら
な
い
方
、
相
談
に
来

ら
れ
な
い
方
に
は
ど
う
対
応
し
て

い
く
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
体
制
強

化
に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て
聞
く
。

問

（自由民主党）

田中　　徹

自
立
相
談
支
援
機
関
の

体
制
強
化

　中
山
間
振
興
・
交
通
部
長

42
の
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
の
う
ち
８

カ
所
で
食
料
品
や
日
用
品
な
ど
を

販
売
し
て
い
る
。
ま
た
、
商
品
を
家

ま
で
配
達
す
る
セ
ン
タ
ー
や
、
近
隣

ス
ー
パ
ー
へ
の
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
て

い
る
セ
ン
タ
ー
も
あ
る
。
今
後
も
、
連

絡
協
議
会
な
ど
で
各
地
の
取
組
事

例
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、市
町
村

と
一
層
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
積

極
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
。

答

　
日
高
村
の
エ
コ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
が
予
想
以
上
の
速
さ
で
満

杯
と
な
る
こ
と
か
ら
、須
崎
市
・
佐

川
町
・
香
南
市
の
３
カ
所
を
新
た

な
処
分
場
の
候
補
地
と
し
て
地

元
へ
の
説
明
を
始
め
て
い
る
が
、

そ
の
安
全
性
と
対
策
を
聞
く
。

問

　林
業
振
興
・
環
境
部
長
　

管
理
型
最
終
処
分
場
の
エ
コ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
に
は
、
法
令
で
有
害
物

を
持
ち
込
め
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
周
辺
の
地
下
水
や
河
川

な
ど
を
検
査
し
、
安
全
を
確
認
し

て
い
る
。
新
た
な
処
分
場
も
、エ
コ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
モ
デ
ル
に
、安
全

な
施
設
と
し
て
整
備
し
て
い
く
。

答
新
た
な
管
理
型
産
業
廃
棄

物
最
終
処
分
場
の
安
全
性

　商
工
労
働
部
長
　
高
知
県

事
業
承
継
・
人
材
確
保
セ
ン
タ
ー
で
、

事
業
承
継
計
画
の
策
定
や
Ｍ
＆
Ａ
の

成
立
等
に
至
っ
た
件
数
は
、
開
設
し

た
27

年
度
の
４
件
か
ら
28

年
度
は

12

件
、
29

年
度
は
２
月
末
現
在
で
10

件
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
潜
在
化

し
て
い
る
支
援
が
必
要
な
案
件
を
掘

り
起
こ
し
、
早
期
に
専
門
家
に
よ
る

支
援
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
本
県

で
多
数
を
占
め
る
小
規
模
事
業
者

の
Ｍ
＆
Ａ
の
支
援
を
担
え
る
士
業
の

養
成
も
進
め
て
い
く
。

答

　知
事
　
精
神
医
学
が
未
成
熟

だ
っ
た
大
正
時
代
に
、
現
代
も
さ
ま
ざ

ま
な
精
神
疾
患
で
応
用
さ
れ
て
い
る
森

田
療
法
を
確
立
し
た
こ
と
は
誠
に
大

き
な
功
績
だ
。偉
大
な
精
神
医
学
者
で

あ
る
森
田
先
生
が
本
県
の
出
身
で
あ

る
こ
と
を
大
変
誇
ら
し
く
思
う
し
、
県

民
に
も
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

答

　
平
成
30
年
は
、
明
治
７
年
に

野
市
町
で
生
ま
れ
た
森
田
正
馬

先
生
の
没
後
80
年
に
当
た
る
。

慈
恵
医
大
精
神
神
経
科
の
初
代

教
授
で
あ
り
、
自
ら
の
神
経
症

体
験
を
通
し
て
森
田
療
法
を
創

設
し
、モ
リ
タ
セ
ラ
ピ
ー
の
名
が

世
界
に
認
知
さ
れ
て
い
る
先
生

の
功
績
に
つ
い
て
所
見
を
聞
く
。

問
森
田
正
馬
先
生
の
功
績

　
平
成
29
年
の
県
内
企
業
の

廃
業
件
数
は
1
6
8
件
で
、
適

当
な
後
継
者
が
い
な
い
と
い
う

廃
業
要
因
が
約
７
割
に
上
っ
て

い
る
。
商
工
業
分
野
の
後
継
者

承
継
に
つ
い
て
聞
く
。

問
中
小
企
業
の
後
継
者

対
策

　教
育
長
　
担
当
教
員
へ
の
研

修
や
市
町
村
へ
の
リ
ー
ダ
ー
教
員
の

配
置
、指
定
校
で
の
先
取
り
研
究
な

ど
の
支
援
に
よ
り
、５
、６
年
生
の
ほ

と
ん
ど
の
学
級
で
担
任
が
主
と
な
っ

て
英
語
の
授
業
を
行
っ
て
い
る
。さ
ら

に
、
研
修
の
強
化
、
指
導
資
料
の
充

実
、
学
習
教
材
の
開
発
、
サ
ポ
ー
ト

教
員
の
加
配
な
ど
に
よ
り
、
英
語
に

興
味
を
持
ち
主
体
的
に
学
ぶ
児
童

を
育
成
し
て
い
く
。

答
　
新
学
習
指
導
要
領
で
、
平

成
31
年
度
か
ら
小
学
校
３
、
４

年
生
で
年
間
35
時
間
、
５
、
６
年

生
で
70
時
間
の
外
国
語
授
業
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

本
県
の
小
学
校
に
お
け
る
現
状

と
今
後
の
展
望
を
聞
く
。

問
小
学
校
に
お
け
る
英
語

教
育
の
充
実

　知
事
　
高
知
県
園
芸
連
が
平

成
30

年
４
月
に
、仙
台
、金
沢
、広
島

に
新
た
な
県
外
事
務
所
を
設
置
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。
ま
た
、Ｊ
Ａ

高
知
県
で
も
大
規
模
直
販
所
の
整

備
を
計
画
し
て
お
り
、新
た
な
外
商

の
拠
点
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

県
と
し
て
も
、
農
家
の
出
荷
コ
ス
ト

が
低
減
さ
れ
る
よ
う
、
高
度
化
・
省

力
化
さ
れ
た
広
域
集
出
荷
場
の
整

備
な
ど
を
し
っ
か
り
支
援
し
て
い
く
。

答

　知
事
　
単
な
る
教
科
の
勉
強

に
と
ど
ま
ら
ず
、
極
め
て
工
夫
さ
れ

た
形
の
探
究
型
学
習
で
生
徒
の
興

味
と
関
心
を
引
き
出
す
手
法
に
大

変
感
心
し
、
何
よ
り
も
地
域
の
方
々

の「
高
校
を
残
し
た
い
」と
い
う
強
い

思
い
を
感
じ
た
。こ
う
し
た
取
組
が

他
の
地
域
に
も
広
が
っ
て
も
ら
い
た

い
。

答

　
四
万
十
町
で
は
平
成
28
年

度
よ
り
、
窪
川
高
校
と
四
万
十

高
校
の
生
徒
を
対
象
と
し
た
町

営
塾
を
設
置
し
て
い
る
。
地
元

の
高
校
に
進
学
す
る
動
機
付
け

に
も
な
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て

い
る
が
、
対
話
と
実
行
行
脚
で

視
察
し
た
感
想
を
聞
く
。

問
四
万
十
町
の
町
営
塾
を

視
察
し
た
感
想

　
平
成
31
年
に
発
足
す
る
予

定
の
Ｊ
Ａ
高
知
県
で
は
、
県
内

の
集
出
荷
場
の
活
用
の
仕
方
を

俯
瞰
的
に
見
直
す
必
要
が
な
い

か
。
ま
た
、
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋

と
い
っ
た
大
消
費
地
以
外
に
も

販
売
戦
略
を
展
開
し
て
は
ど
う

か
と
考
え
る
が
所
見
を
聞
く
。

問

（自由民主党）

武石　利彦

Ｊ
Ａ
高
知
県
に
寄
せ
る

期
待

　知
事
　
市
街
化
調
整
区
域
に

つ
い
て
は
、
都
市
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
ー
化
と
区
域
内
の
既
存
集
落
の

維
持
、両
方
を
視
野
に
入
れ
た
対
応

が
必
要
だ
。産
業
振
興
や
南
海
ト
ラ

フ
地
震
対
策
の
観
点
も
加
味
し
て
、

関
係
市
町
と
協
議
し
な
が
ら
柔
軟

に
対
応
し
て
き
た
。高
知
市
は
中
核

市
な
の
で（
開
発
許
可
権
者
は
高
知

市
だ
が
）
、
話
が
あ
れ
ば
し
っ
か
り
と

話
を
し
た
い
。

答

　知
事
　
高
知
市
の
温
泉
開
発

に
よ
る
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
の
向

上
が
、
産
業
振
興
計
画
の
地
域
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
。
高
知
市
や
高
知
市
旅
館
ホ
テ
ル

温
泉
協
同
組
合
で
事
業
計
画
を
詰

め
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
が
、
本
格
的

に
始
動
で
き
る
段
階
に
な
れ
ば
し
っ

か
り
応
援
し
た
い
。

答
高
知
市
の
温
泉
郷
に
よ
る

外
国
人
観
光
客
の
誘
致

　
高
知
広
域
都
市
計
画
区
域

（
高
知
市
・
南
国
市
・
香
美
市
・
い

の
町
）の
う
ち
高
知
市
以
外
の
市

街
化
調
整
区
域
で
は
、
社
会
情

勢
の
変
化
に
応
じ
た
開
発
許
可

の
規
制
緩
和
が
進
ん
で
い
る
。こ

の
こ
と
に
つ
い
て
所
見
を
聞
く
。

問
社
会
情
勢
に
応
じ
た
市
街

化
調
整
区
域
の
開
発
緩
和 （自由民主党）

久保　博道

　地
域
福
祉
部
長
　
税
、国
保
、

水
道
、生
活
保
護
な
ど
の
関
係
機
関

や
民
生
・
児
童
委
員
か
ら
、
支
援
が

必
要
な
方
を
支
援
機
関
に
つ
な
い
で

い
た
だ
く
こ
と
と
、
支
援
機
関
が
そ

の
方
の
所
へ
直
接
出
向
い
て
相
談
支

援
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
だ
。
サ

ポ
ー
ト
す
る
側
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
拡
大

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応

じ
て
国
へ
の
政
策
提
言
や
県
と
し
て

の
支
援
策
を
検
討
し
た
い
。

答

集落活動センター内の販売コーナー

　
高
知
県
警
察
で
は
、
平
成

28
年
が

58
件
、
29
年
は
暫
定
で

69
件
の
認
知
症
に
係
る
行
方
不

明
者
届
が
受
理
さ
れ
て
い
る
。

は
い
か
い
を
早
期
に
発
見
し
、

保
護
す
る
身
近
な
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

問
認
知
症
発
症
者
の
は
い
か
い

を
保
護
す
る
シ
ス
テ
ム

（自由民主党）

坂本　孝幸

【
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
】
福
祉
用

具
の
活
用
に
よ
っ
て
介
助
者
の
負
担

を
軽
減
し
、
安
全
、
安
心
な
介
護
を

提
供
す
る
仕
組
み
。

（自由民主党）

浜田　豪太

【
M
＆
A
】
企
業
の
合
併
、
買
収
。

精神医学者・森田正馬

　
是
友
橋
と
竹
崎
橋
の
周
辺
に

侵
略
的
外
来
種
の
水
生
植
物
オ

オ
フ
サ
モ
が
繁
茂
し
て
い
る
。

1
0
0
メ
ー
ト
ル
下
流
に
は
放
水

路
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
流
域
住
民

は
環
境
悪
化
の
み
な
ら
ず
、
洪
水

時
の
施
設
の
機
能
低
下
を
大
変
心

問
宇
治
川
に
繁
茂
す
る

オ
オ
フ
サ
モ
の
除
去

（県民の会）

上田　周五

　
高
知
市
中
心
部
へ
の
温
泉

郷
が
実
現
す
れ
ば
、
国
内
観
光

の
み
な
ら
ず
外
国
人
観
光
客
の

大
幅
な
増
加
が
期
待
で
き
る
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
な
ど
を
に
ら
み
、
実
現

に
向
け
て
動
く
べ
き
時
期
に
来

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

問

̶3̶



　知
事
　
今
回
の
国
の
見
直
し

案
に
は
、
大
学
等
修
学
中
の
住
宅
扶

助
費
を
減
額
し
な
い
措
置
や
進
学

準
備
給
付
金
制
度
の
創
設
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
全
国
知
事
会

の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
長
と
し
て
子
供
の
貧
困

対
策
を
国
に
強
く
訴
え
て
お
り
、
新

た
な
交
付
金
の
当
初
予
算
化
と
い
っ

た
前
進
も
見
ら
れ
て
い
る
。

答

　
生
活
保
護
世
帯
の
子
供
が

大
学
等
へ
進
学
す
る
場
合
は
、

子
供
だ
け
が
保
護
か
ら
抜
け
る

世
帯
分
離
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
世
帯
の
保
護
費
か
ら
３
万

円
以
上
減
額
さ
れ
る
と
の
調
査

が
あ
る
。
進
学
を
断
念
さ
せ
る

世
帯
分
離
を
や
め
、
世
帯
内
就

学
へ
転
換
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問

（日本共産党）

吉良　富彦

生
活
保
護
世
帯
の
子
供

の
大
学
進
学

　土
木
部
長
　
平
成
28

年
度

は
高
知
市
久
万
川
な
ど
で
オ
オ
フ
サ

モ
、
29

年
度
は
い
の
町
宇
治
川
で
オ

オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
を
除
去
す
る
な
ど
、

県
管
理
河
川
の
適
切
な
維
持
管
理

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
是
友
橋
と
竹

崎
橋
の
付
近
は
国
の
管
理
区
間
で
、

現
段
階
で
は
支
障
な
い
と
聞
い
て
い

る
が
、
今
後
の
繁
茂
次
第
で
は
影
響

も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
早
め
の

対
応
を
要
請
し
て
い
く
。

答
　
吾
北
や
嶺
北
で
は
、
学
校
と

地
域
が
連
携
し
て
県
立
高
校
の

存
続
維
持
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
西
土
佐
分
校
存
続
推
進

協
議
会
の
意
見
も
伺
い
、１
学
級

20
人
以
上
の
条
件
が
厚
い
壁
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ

た
。
こ
の
際
、
本
校
と
分
校
の
最

低
規
模
を
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

問

　教
育
長
　
中
山
間
地
域
の
高

校
の
重
要
性
か
ら
す
る
と
20

人
と
い

う
数
字
の
み
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な

く
、
む
し
ろ
振
興
策
の
充
実
に
向
け

て
努
力
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

答
県
立
高
校
の
最
低
規
模

の
見
直
し

　土
木
部
長
　
流
水
を
阻
害

す
る
樹
木
は
速
や
か
に
撤
去
す
る
な

ど
、
洪
水
を
安
全
に
流
す
よ
う
適
切

に
対
応
す
る
。
一
方
、
河
川
に
流
れ

込
む
可
能
性
の
あ
る
倒
木
は
所
有

者
に
撤
去
を
お
願
い
す
る
が
、
治
水

上
重
要
な
支
障
を
及
ぼ
す
危
険
性

が
極
め
て
高
い
場
合
は
市
町
村
や
森

林
部
局
と
連
携
し
て
撤
去
を
行
う
。

答

　知
事
　
本
県
の
戦
争
の
歴
史

に
関
す
る
資
料
の
収
集
・
保
存
と
展

示
公
開
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
し
ば

ら
く
歴
史
民
俗
資
料
館
で
対
応
す

る
こ
と
に
な
る
が
、い
ず
れ
い
っ
ぱ
い

に
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
施

設
の
整
備
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

く
。

答

　
高
知
県
子
ど
も
の
生
活
実

態
調
査
の
結
果
が
集
計
さ
れ
て

１
年
が
た
つ
。ア
ン
ケ
ー
ト
に
回

答
し
た
延
べ
１
万
4
5
3
9
世

帯
を
含
む
県
民
と
子
供
た
ち
の

実
態
を
共
有
し
、
貧
困
を
克
服

す
る
合
意
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
実

態
調
査
報
告
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
研
究
者
を
招
い
た
講
演
会
な

ど
を
順
次
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

問
子
供
の
貧
困
に
関
す
る

講
演
会
な
ど
の
開
催

　商
工
労
働
部
長
　
企
業
の

顧
問
税
理
士
や
地
元
の
金
融
機
関

と
連
携
し
て
事
業
承
継
に
つ
な
が
っ

た
案
件
、
専
門
的
な
ス
キ
ル
を
持
つ

転
職
希
望
者
の
活
用
に
よ
る
業
績

ア
ッ
プ
を
提
案
し
て
人
材
確
保
に

至
っ
た
事
例
が
複
数
あ
る
。
今
後
は
、

支
援
を
進
め
る
過
程
で
ニ
ー
ズ
を
引

き
出
し
、
さ
ら
な
る
マ
ッ
チ
ン
グ
の
増

加
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

答
　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

の
進
展
で
、
ど
の
業
種
で
も
後

継
者
・
人
材
不
足
の
問
題
を
抱

え
て
い
る
。
平
成
27
年
に
開
設

し
た
事
業
承
継
・
人
材
確
保
セ

ン
タ
ー
で
の
成
功
事
例
を
ど
う

生
か
し
て
い
く
の
か
。

問
事
業
承
継
・
人
材
確
保

セ
ン
タ
ー
の
成
功
事
例

配
し
て
い
る
。
４
〜
６
月
に
開
花

す
る
の
で
、
大
量
繁
茂
の
前
に

除
去
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　知
事
　
ま
ず
は
、ア
ン
ケ
ー
ト

に
回
答
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感

謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
そ
の
結
果
は
、

こ
れ
ま
で
も
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
広
報

し
て
き
た
が
、
報
告
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
開
催
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答
　
先
日
も
東
証
一
部
上
場
の

ゲ
ー
ム
関
連
企
業
が
立
地
す
る

な
ど
、
取
組
の
成
果
が
徐
々
に
あ

ら
わ
れ
て
い
る
が
、
平
成
30
年

度
に
Ｉ
Ｔ
・
コ
ン
テ
ン
ツ
ア
カ
デ

ミ
ー
を
開
講
す
る
狙
い
を
聞
く
。

問

（公明党）

黒岩　正好

Ｉ
Ｔ
・
コ
ン
テ
ン
ツ

ア
カ
デ
ミ
ー
開
講
の
狙
い

　知
事
　
Ｉ
Ｔ
・
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業

は
、
立
地
条
件
に
あ
ま
り
左
右
さ
れ

ず
、
若
者
に
残
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も

答

有
効
な
産
業
だ
と
考
え
、
産
業
集
積

を
図
る
取
組
を
強
化
し
て
き
た
結

果
、こ
れ
ま
で
13

社
の
立
地
に
よ
り

約
1
6
0
人
の
雇
用
が
創
出
さ
れ

た
。
今
後
は
、Ｉ
Ｔ
・
コ
ン
テ
ン
ツ
ア
カ
デ

ミ
ー
で
意
図
的
に
人
材
を
育
成
し
、

企
業
と
人
材
の
集
積
が
さ
ら
に
進
む

好
循
環
を
つ
く
り
出
し
て
い
き
た
い
。

【
よ
さ
こ
い
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
】
高
知
発

祥
の
よ
さ
こ
い
祭
り
を
日
本
以
外
の

世
界
各
国
で
普
及
・
発
信
す
る
よ
さ
こ

い
チ
ー
ム
の
代
表
。

　観
光
振
興
部
長
　
官
民
が

協
力
す
る
こ
と
で
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
広
が
り
、
さ
ら
に
質
の
高
い
支

援
が
期
待
で
き
る
の
で
、
撮
影
者
側

に
と
っ
て
高
知
県
の
魅
力
が
増
す
と

考
え
ら
れ
る
。
官
民
の
役
割
分
担
な

ど
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
は
、
関

係
者
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
検
討

し
た
い
。

答
　
世
界
各
国
で
映
画
の
ロ
ケ
地

め
ぐ
り
が
観
光
客
誘
致
の
大
き

な
力
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
で
も

国
に
よ
る
支
援
制
度
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。
本
県
で
も
官
民
協
力

に
よ
る
受
け
入
れ
体
制
の
強
化
な

ど
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

問
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

活
動
の
強
化

　林
業
振
興
・
環
境
部
長
　
ア

カ
メ
は
絶
滅
を
危
惧
す
る
状
況
に

な
い
と
判
断
し
、
平
成
29

年
に
改
訂

し
た
高
知
県
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
か
ら
除

外
し
た
が
、
減
少
す
る
可
能
性
は
あ

る
こ
と
か
ら
、
本
県
の
多
様
な
自
然

を
代
表
す
る
注
目
種
に
指
定
し
た
。

今
後
は
、
釣
り
具
店
や
漁
協
等
に
チ

ラ
シ
を
配
布
す
る
な
ど
の
啓
発
活

動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、ア
カ
メ

の
状
況
が
変
化
す
れ
ば
レ
ッ
ド
リ
ス

ト
の
変
更
も
検
討
し
た
い
。

答
　
ア
カ
メ
は
高
知
県
と
宮
崎

県
に
多
く
生
息
し
て
い
る
が
、

宮
崎
県
で
は
条
例
で
捕
獲
が
禁

止
さ
れ
て
い
る
。
ア
カ
メ
が
観

察
さ
れ
て
い
る
鏡
川
漁
協
で
は

遊
漁
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る

の
で
手
の
出
し
よ
う
が
な
い
。

早
急
に
保
護
対
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

問
ア
カ
メ
の
保
護

　知
事
　
経
済
的
理
由
で
大
学

へ
の
進
学
を
断
念
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
全
国
知
事
会
で
子
供
の
貧
困

対
策
を
所
管
す
る
次
世
代
育
成
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
長
と
し
て
、
給
付

型
奨
学
金
の
創
設
を
強
く
訴
え
て

き
た
。
現
在
、
制
度
と
な
っ
た
こ
と
は

大
き
な
歩
み
だ
が
、
引
き
続
き
量
的

に
拡
大
し
て
い
く
方
向
で
政
策
提

言
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

答
　
政
府
は
、
大
学
等
進
学
の
た

め
の
給
付
型
奨
学
金
制
度
を
開

始
し
た
が
、
平
成
30
年
度
の
対
象

人
数
は
全
国
で
２
万
人
と
、
非
課

税
世
帯
の
学
生
６
万
人
の
僅
か

３
分
の
１
に
す
ぎ
な
い
。
高
校
側

の
推
薦
と
い
う
ハ
ー
ド
ル
も
な

く
し
て
、
希
望
す
る
方
に
広
く
開

か
れ
た
制
度
に
な
る
よ
う
要
望

し
て
は
ど
う
か
。

問
給
付
型
奨
学
金
制
度
の

拡
充

　知
事
　
登
録
の
前
提
と
な
る

国
の
重
要
無
形
文
化
財
の
指
定
に

は
、
技
術
保
持
団
体
が
必
要
だ
。
高

知
が
選
に
漏
れ
た
と
知
っ
た
と
き
ぐ

ら
い
悔
し
か
っ
た
こ
と
は
な
く
、
今
後

も
文
化
庁
を
招
い
て
研
修
の
機
会

を
持
つ
な
ど
決
意
を
持
っ
て
取
り
組

み
た
い
。

答

　
本
県
の
宝
で
あ
る
土
佐
和

紙
の
保
存
・
継
承
と
文
化
の
発

展
・
維
持
は
喫
緊
の
課
題
だ
。
県

が
先
頭
に
立
ち
、
仁
淀
川
流
域

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い
が
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

ど
う
描
い
て
い
く
の
か
。

問
土
佐
和
紙
振
興
戦
略
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

　知
事
　
こ
れ
ま
で
も
技
術
保

持
団
体
の
育
成
や
販
路
開
拓
な
ど

を
応
援
し
て
き
た
が
、
今
回
の
質
疑

を
受
け
て
、
川
上
、
川
中
、
川
下
そ
れ

ぞ
れ
の
問
題
点
を
再
認
識
し
、グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
本
格
的
に
描
く
必

要
が
あ
る
と
痛
感
し
た
。
ま
ず
は
庁

内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、

関
係
者
の
意
見
を
聞
く
機
会
も
設

け
、
土
佐
和
紙
振
興
の
総
合
戦
略

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

答

　
平
成
29
年
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連

合
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
30
年
は

複
数
の
海
外
チ
ー
ム
が
参
加
を

準
備
し
て
い
る
が
、
何
ら
か
の
支

援
を
検
討
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

よ
さ
こ
い
祭
り
の
一
層
の
国
際

化
と
世
界
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

問

（自由民主党）

上田 貢太郎

よ
さ
こ
い
祭
り
の
国
際
化

　観
光
振
興
部
長
　
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
閉
会

答

式
で
の
演
舞
を
目
指
す
取
組
や
、
よ

さ
こ
い
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に

よ
り
、よ
さ
こ
い
発
祥
の
地
と
し
て
の

ブ
ラ
ン
ド
化
と
外
国
人
観
光
客
の
誘

客
拡
大
を
進
め
て
い
る
。
海
外
チ
ー

ム
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
祭
り
へ

の
参
加
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
と
と

も
に
、
当
日
の
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
の
配

置
の
支
援
を
検
討
し
て
い
る
。

　
台
風
な
ど
で
山
間
部
の
倒

木
が
河
川
に
流
れ
込
み
、
市
街

地
の
橋
脚
な
ど
に
か
か
る
と
、
川

を
せ
き
止
め
洪
水
被
害
を
大
き

く
す
る
原
因
と
な
る
が
、
ど
の
よ

う
な
対
応
を
講
じ
る
つ
も
り
か
。

問

（県民の会）

高橋　　徹

台
風
な
ど
に
よ
る
倒
木

へ
の
対
応

　
本
県
に
は
戦
争
資
料
を
専

門
的
に
収
集
・
保
存
・
展
示
す
る

公
的
な
施
設
が
存
在
せ
ず
、
歴
史

民
俗
資
料
館
の
収
蔵
庫
も
相
当

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
る
。
滋
賀
県
、

高
松
市
、
西
宮
市
な
ど
は
公
立
の

施
設
を
整
備
し
て
い
る
の
で
、
本

県
で
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

問
戦
争
資
料
の
収
集
・

保
存
・
展
示
施
設
の
整
備

（日本共産党）

塚地 佐智

　
ユ
ネ
ス
コ
が
平
成
26
年
に

日
本
の
手
漉
和
紙
技
術
を
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
し
、
島
根
県

の
石
州
半
紙
、
岐
阜
県
の
本
美

濃
紙
、
埼
玉
県
の
細
川
紙
が
選

ば
れ
た
。
ポ
イ
ン
ト
は
国
の
重

要
無
形
文
化
財
を
保
持
・
継
承

す
る
団
体
の
有
無
と
さ
れ
て
い

る
が
、
土
佐
和
紙
の
登
録
に
向

け
た
決
意
を
聞
く
。

問
土
佐
和
紙
の
無
形
文
化

遺
産
登
録
に
向
け
た
決
意

（自由民主党）

横山 文人

　
過
労
死
ラ
イ
ン
と
い
わ
れ

る
月
80
時
間
を
超
え
る
残
業
を

行
っ
た
教
職
員
に
は
、
産
業
医

な
ど
の
面
接
指
導
を
行
う
こ
と

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
県
立
学

校
で
は
ほ
と
ん
ど
受
け
て
い
な

い
の
が
実
態
だ
が
、
管
理
職
が

対
象
の
教
職
員
に
し
っ
か
り
指

導
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問

（県民の会）

橋本　敏男

多
忙
な
教
職
員
の
健
康

管
理

̶4̶



　産
業
振
興
推
進
部
長
　
高

知
大
学
や
高
知
工
科
大
学
の
先
生

方
に
参
画
い
た
だ
き
、
本
県
の
強
み

で
あ
る
施
設
園
芸
の
環
境
制
御
技

術
を
進
化
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

計
画
を
練
り
上
げ
て
い
る
。
採
択
は

全
国
で

10
カ
所
程
度
と
狭
き
門
だ

が
、
選
定
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
。

答
　
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
は
地
方
創
生
の

主
役
を
育
て
る
た
め
に
有
効
な

ツ
ー
ル
で
あ
り
、
全
国
で
は
小
学

生
段
階
か
ら
実
践
し
て
い
る
実
態

が
あ
る
。
県
内
の
教
育
現
場
で
も

広
く
活
用
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

問
教
育
現
場
で
の

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
活
用

　教
育
長
　
全
教
職
員
に
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
管
理
職
に
制

度
の
説
明
を
依
頼
し
た
結
果
、
平
成

29

年
度
は
17

人
が
面
接
指
導
を
受

け
て
い
る
が
、
学
校
に
偏
り
が
あ
り
、

管
理
職
の
姿
勢
が
重
要
だ
と
感
じ

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

で
勤
務
状
況
を
把
握
し
や
す
く
な

る
こ
と
か
ら
、
年
度
当
初
の
教
育
長

面
談
等
で
も
指
導
し
て
い
き
た
い
。

答
　
ま
き
の
需
要
は
多
岐
に
わ

た
り
、
地
球
に
優
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

県
内
の
森
林
の
35
％
を
占
め
る

広
葉
樹
林
を
利
活
用
し
、
中
山

間
振
興
の
起
爆
剤
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
「
ま
き
ビ
ジ
ネ
ス
」
を

強
力
に
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

問
ま
き
ビ
ジ
ネ
ス
の
推
進
に

よ
る
中
山
間
振
興

　知
事
　
ま
き
は
加
工
度
が
低

く
、
比
較
的
容
易
に
取
り
組
み
や
す

い
の
で
、
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
の
よ
き

収
益
源
に
な
り
得
る
し
、ス
ト
ー
ブ

と
セ
ッ
ト
で
外
商
す
る
道
も
考
え
ら

れ
る
。
実
際
に
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
と
し
て
い
る
例
も
あ
る
の
で
、こ

の
点
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
た
い
。

答

　教
育
長
　
小
学
校
の
総
合
的

な
学
習
や
中
学
校
の
社
会
科
で
は

大
き
な
教
育
効
果
が
期
待
さ
れ
る

た
め
、
児
童
生
徒
が
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
を

活
用
し
て
地
域
の
課
題
解
決
策
な

ど
を
追
究
す
る
授
業
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
。
ま
た
、
高
等
学
校
で
も
、

先
進
校
の
事
例
紹
介
な
ど
を
通
じ

て
、
探
究
的
な
学
習
で
の
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ

Ｓ
の
活
用
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

答

　商
工
労
働
部
長
　
秘
匿
性

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
背
景
に
あ
る

事
情
は
分
か
り
か
ね
る
が
、
行
政
に

携
わ
る
者
と
し
て
、
正
確
な
事
実
や

デ
ー
タ
と
い
っ
た
情
報
を
基
に
し
て

政
策
の
立
案
や
判
断
を
す
る
こ
と

が
必
要
な
の
で
、
情
報
の
把
握
、
伝

達
に
関
し
て
は
、
慎
重
か
つ
丁
寧
に

行
う
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

答

　商
工
労
働
部
長
　
平
成
29

年
11

月
に
施
行
さ
れ
た
技
能
実
習

法
で
は
、
地
方
公
共
団
体
の
権
限
等

が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
地
域
協

議
会
を
通
じ
て
県
が
行
う
べ
き
こ
と

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

国
際
協
力
の
観
点
で
も
で
き
る
こ
と

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
た
め
、
協
議

会
で
国
の
考
え
方
を
聞
き
、
国
や
関

係
機
関
、
他
の
都
道
府
県
の
取
組
な

ど
の
情
報
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

答
　
外
国
人
技
能
実
習
生
の
諸

課
題
を
改
善
す
る
た
め
、２
月
に

国
の
中
央
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、

６
月
に
は
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
協

議
会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
高

知
県
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
聞

く
。

問
外
国
人
技
能
実
習
生
の
地

域
協
議
会
に
お
け
る
役
割

　危
機
管
理
部
長
　
既
に
、
階

段
が
使
え
な
く
な
る
こ
と
を
想
定

し
、
滑
車
で
避
難
者
を
降
ろ
す
設
備

や
、
ら
せ
ん
状
の
袋
内
を
滑
り
降
り

る
救
助
袋
な
ど
を
整
備
し
て
い
る
市

町
村
も
あ
る
。
今
後
、
そ
う
し
た
整

備
に
は
地
域
防
災
対
策
総
合
補
助

金
が
活
用
で
き
る
こ
と
を
周
知
し
、

既
に
整
備
し
た
事
例
な
ど
の
情
報

提
供
も
し
て
い
き
た
い
。

答

　健
康
政
策
部
長
　
と
に
か

く
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
な
の

で
、
平
成
30

年
１
月
に
重
点
地
域
を

定
め
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
20

台
用

意
し
、
関
係
機
関
へ
の
説
明
会
に
合

わ
せ
て
無
償
で
１
カ
月
試
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
し
た
。
今
後
も
高
知
大

学
と
連
携
し
な
が
ら
普
及
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

答
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
で

津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
整
備
が
進

ん
で
き
た
が
、
津
波
が
収
ま
っ

た
後
で
降
り
ら
れ
な
く
な
る
可

能
性
が
あ
る
。
市
町
村
や
自
主

防
災
組
織
が
、
ど
う
や
っ
て
避

難
者
を
降
ろ
そ
う
か
検
討
し
て

い
る
事
例
も
あ
る
と
聞
く
が
、

県
と
し
て
財
政
上
や
技
術
的
な

支
援
策
は
あ
る
の
か
。

問
津
波
避
難
タ
ワ
ー
か
ら

降
り
る
た
め
の
対
策

　地
域
福
祉
部
長
　
ま
ず
は

農
家
に
雇
用
事
例
を
知
っ
て
も
ら
い
、

ユ
ズ
の
収
穫
体
験
、
短
期
の
就
労
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
数
カ
月
の
職
業
訓
練
と
、

段
階
を
踏
ん
で
相
性
や
適
性
を
見

極
め
て
も
ら
う
。
雇
用
後
は
、
県
内

５
カ
所
の
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
職
場
訪

問
や
随
時
の
相
談
に
対
応
す
る
。
平

成
30

年
度
は
新
た
に
農
福
連
携

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
取

組
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

答

　水
産
振
興
部
長
　
安
芸
漁

港
で
は
、
新
た
な
シ
ラ
ス
加
工
業
者

の
進
出
に
加
え
、ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
の
陸

上
養
殖
も
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
進
出
企
業
の
用
地
の
か
さ
上
げ

な
ど
越
波
へ
の
早
急
な
対
応
を
図
る
。

ま
た
、
平
成
29

年
の
台
風
襲
来
時
に
、

係
留
さ
れ
て
い
る
漁
船
が
岸
壁
に
乗

り
上
げ
る
事
故
が
発
生
し
て
い
る
た

め
、
海
面
変
動
を
低
減
さ
せ
る
沖
防

波
堤
の
延
伸
な
ど
を
実
施
、
検
討
し

て
い
く
。

答
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
時

の
防
災
拠
点
漁
港
と
な
っ
て
い

る
安
芸
漁
港
に
つ
い
て
、
沖
防

波
堤
の
延
伸
な
ど
の
防
災
対
策

を
ど
う
進
め
る
の
か
聞
く
。

問
安
芸
漁
港
に
お
け
る

防
災
対
策

　知
事
　
地
域
医
療
を
支
え
る

民
間
病
院
の
経
営
が
苦
し
く
な
っ
て

き
て
い
る
地
域
が
多
々
あ
る
中
、
行

政
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
県
と
し
て
も
、二

次
・
三
次
医
療
の
確
保
と
あ
わ
せ
て
、

地
域
の
医
療
機
能
の
確
保
に
取
り

組
む
市
町
村
の
公
的
な
役
割
に
寄

り
添
っ
て
、し
っ
か
り
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

答
　
室
戸
市
と
東
洋
町
で
唯
一

の
救
急
病
院
で
あ
る
室
戸
病
院

が
、
平
成
30
年
１
月
末
で
廃
止

と
な
っ
た
。
人
口
減
少
で
民
間

が
医
療
を
提
供
し
づ
ら
く
な
っ

た
と
き
、
行
政
は
ど
う
関
わ
っ

て
い
く
の
か
。

問

（自由民主党）

弘田　兼一

芸
東
地
域
の
医
療
機
能

の
確
保

　健
康
政
策
部
長
　
県
は
、
圏

域
全
体
の
急
性
期
医
療
の
確
保
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
と
の
調
整
や
必
要

な
支
援
を
担
う
。
ま
た
、
民
間
病
院

で
担
当
し
が
た
い
二
次
救
急
や
が
ん

診
療
等
は
県
立
あ
き
総
合
病
院
で

提
供
す
る
と
と
も
に
、
医
師
不
足
の

地
域
に
医
師
を
派
遣
し
て
い
る
。
市

町
村
に
は
、日
常
的
な
医
療
提
供
に

加
え
、
地
域
に
必
要
な
医
療
水
準
と

規
模
の
確
保
に
主
体
的
に
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
。

答
　
平
成
28
年
に
策
定
さ
れ
た

高
知
県
地
域
医
療
構
想
で
４
つ

の
医
療
圏
が
設
定
さ
れ
、
室
戸

市
と
東
洋
町
は
安
芸
区
域
に
含

ま
れ
て
い
る
。
こ
の
安
芸
区
域

で
県
が
果
た
す
役
割
と
市
町
村

に
期
待
す
る
役
割
を
聞
く
。

問
安
芸
医
療
圏
で
の
県
と

市
町
村
の
役
割

　商
工
労
働
部
長
　
平
成
30

年
度
に
新
設
さ
れ
る
働
き
方
改
革

推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
が
行
う
セ
ミ

ナ
ー
や
専
門
家
派
遣
と
、
事
業
戦
略

を
一
体
的
に
進
め
る
取
組
な
ど
を

通
じ
て
、
県
内
企
業
の
賃
金
体
系
の

整
備
や
福
利
環
境
の
充
実
な
ど
が

一
層
進
む
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

答
　
本
県
は
新
卒
の
初
任
給
が

低
い
傾
向
が
あ
り
、
県
外
に
進

学
し
た
大
学
生
が
帰
っ
て
く
る

割
合
は
２
割
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
新
卒
者
が
将
来
の
人
生
設

計
を
描
け
る
よ
う
、
県
内
企
業

の
賃
金
体
系
の
整
備
を
支
援
し

て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

問

（自由民主党）

依光 晃一郎

県
内
企
業
の
賃
金
体
系

の
整
備

　教
育
長
　
山
田
高
校
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
教
育
活
動
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
企
画
提
案
か
ら
管
理
運
営

ま
で
関
わ
り
、
そ
の
成
果
を
左
右
す

る
重
要
な
存
在
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
。
平
成
30

年
度
か
ら
、
基
礎
知
識

の
習
得
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
、参
加
者

間
の
情
報
交
換
な
ど
を
行
う
研
修

会
を
実
施
し
、
山
田
高
校
の
よ
う
な

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
発
掘
、育
成
を

進
め
て
い
き
た
い
。

答
　
山
田
高
校
で
は
、
学
校
と

関
係
者
の
間
を
調
整
す
る
５
人

の
地
域
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
、
地
元
企
業
の
Ｃ
Ｍ
制

作
や
知
事
へ
の
政
策
提
言
な
ど

の
先
進
的
な
総
合
学
習
を
支
え

て
い
る
。
こ
の
役
割
を
検
証
し
、

人
材
の
発
掘
や
育
成
に
つ
い
て

研
究
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

問
地
域
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
発
掘
と
育
成

　
政
府
は
、
先
端
科
学
、
観
光
、

農
業
な
ど
の
分
野
で
世
界
レ
ベ

ル
の
研
究
を
行
う
地
方
大
学
、

自
治
体
、
企
業
の
共
同
事
業
体

に
対
し
、
最
大
10
億
円
の
交
付

金
の
創
設
を
目
指
し
て
い
る
。

安
倍
総
理
の
施
政
方
針
演
説
で

高
知
大
学
な
ど
の
取
組
が
取
り

上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
、
交
付
金
の
選
定
を
目

指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問

（自由民主党）

土居　　央

地
方
へ
の
若
者
の
流
れ
を

生
む
交
付
金
の
選
定

【
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
】
産
業
構
造
や
人
口

動
態
な
ど
の
官
民
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を

集
約
し
、
可
視
化
す
る
地
域
経
済
分

析
シ
ス
テ
ム
。

　
県
内
の
外
国
人
技
能
実
習

生
は
年
間
で
2
5
0
人
ず
つ
増

え
、
全
体
で
1
4
0
5
人
と
な
っ

て
い
る
が
、
高
知
労
働
局
に
聞

い
て
も
34
人
が
ど
の
分
野
で
技

能
実
習
を
受
け
て
い
る
の
か
不

明
の
状
況
だ
。
こ
の
よ
う
な
情

報
共
有
の
在
り
方
で
よ
い
の
か
。

問

（県民の会）

前田　　強

外
国
人
技
能
実
習
生
の

情
報
共
有
の
在
り
方

　
県
と
高
知
大
学
で
開
発

し
た
高
知
医
療
介
護
情
報
連

携
シ
ス
テ
ム
が
県
内
全
域
の
介

護
現
場
で
利
用
さ
れ
れ
ば
、
人

材
不
足
を
補
い
福
祉
業
務
の

改
善
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、

ど
の
よ
う
に
普
及
さ
せ
て
い
く

の
か
。

問

（自由民主党）

下村　勝幸

高
知
医
療
介
護
情
報

連
携
シ
ス
テ
ム
の
普
及

　
ひ
き
こ
も
り
な
ど
で
社
会

と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ

て
い
た
方
が
、
農
業
現
場
や
Ｊ

Ａ
集
出
荷
場
な
ど
で
働
く
機
会

が
広
が
っ
て
い
る
。こ
う
し
た
農

福
連
携
の
取
組
を
県
域
に
拡
大

す
る
対
応
策
を
聞
く
。

問

（自由民主党）

野町　雅樹

農
福
連
携
の
県
域
へ
の

拡
大

避難タワーに設置された緩降機
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主な審議の結果

議員提出議案（3議案）

意見書議案（2議案）

・子どもの医療費等の負担軽減に関する意見書議案

・洪水回避等を目的とした流量確保のための中小河川の河道掘削の予算の確

保を求める意見書議案

※各議員の賛否の状況は、

　 高知県議会ホームページでご覧いただけます。

決議議案（1議案） 

・2025年国際博覧会の誘致に関する決議議案　

商工農林水産委員会商工農林水産委員会

■アプリ開発人材育成講座実施委託料、首都圏人材ネットワーク
構築事業委託料について

執行部から、ＩＴ・コンテンツ関連の新たな学びの場として「ＩＴ・コンテンツアカデミ

ー」を開講するとともに、首都圏の人材や企業の掘り起こし、県内企業との交流の場

の充実や人材マッチング機能の強化に要する経費であると説明があった。

委員から、ＩＴ・コンテンツアカデミーについて、就職を控えた大学生や専門学校生

などの受講が想定される。それらの受講生が、県外へ流出することなく県内企業に

就職するように結びつけることが最も重要であるが、そうした仕組みはどのように考

えているかと質疑があった。

執行部から、専門講座では、県内のＩＴ・コンテンツ関連企業に社員教育プログラ

ムを活用した講座を実施してもらい、その過程で企業のＰＲも行い、県内での就職意

欲を高める内容にしていく。４カ月ほどかけ、アプリの開発までを実践的に学ぶコース

においても、立地企業を含めた県内のＩＴ企業に助言者として参画いただくなど、県

内企業への就職につながる仕組みを設けながら講座を実施していくと答弁があった。

委員から、首都圏在住のＩＴ技術者や企業とのネットワーク構築の取り組みにおい

ても県内就職につながらなければ、人材確保の面では意味をなさないものとなってし

まうが、県内への人材供給の役割をどれだけ果たせるのかと質疑があった。

執行部から、本年度、２回実施した「首都圏ＩＴ・コンテンツネットワーク」の交流会

では、本県出身で東京等に在住の方や本県への就職に関心を寄せるＩＴ・コンテンツ

関連の方 な々ど約190名の参加があった。本県へのＵ・Ｉターンを前向きに検討したい

という方 も々おられ、県内での人材育成とあわせ、県外から移住等でＩＴ・コンテンツ

人材を呼び込み確保する取組を進めていくと答弁があった。

■新たな管理型最終処分場の候補地選定について

執行部から、委員会による選定の経過と最終候補地公表後の対応について報

告があった。

委員から、最終候補地３カ所の詳細な現地調査はどのように行われるのかと質疑

があった。

執行部から、これまでは地形図上の調査、あるいは限られた場所までの現地踏査

にとどまっていた。今後は、地権者の方に現地に入らせていただけるようお願いし了

解をいただいた上で、現地において地形表面の観察調査を行うほか、場合によって

は水の流れなどの調査を実施することも想定している。地権者の方には、候補地選

定の経過を丁寧に説明し御協力いただけるようお願いして進めていきたいと答弁が

あった。

委員から、そうした丁寧な対応を要する大きなプロジェクトであり、担当部署の業

務量が増えるが、人員体制の強化は図られているかと質疑があった。

執行部から、体制の強化も図り、進めていきたいと答弁があった。

さらに委員から、丁寧な説明により理解いただくほかに手だてはない。地元住民

や地権者の方とは行き違いがないよう、信頼関係に留意して進めてもらいたいと要

請があった。

４月５日
　組織委員会を開き、正副委員長を互選。
４月6日
　ルネサスエレクトロニクス本社への要請活動（東京都）。
４月17日～19日
　本庁各部局、各課の業務概要を聴取。
５月８日～６月１日
　各出先機関等の業務概要を現地などで聴取（９日間）。

商工農林水産委員会の動き（４～５月）

３月９日・12日～14日・16日（２月定例会中）
  付託された26件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。
  意見書案1件を審査。
３月16日
  ルネサス高知工場への要請活動。

商工農林水産委員会の動き（３月）

産業振興土木委員会産業振興土木委員会

■「都市計画道路はりまや町一宮線（はりまや工区）まちづくり協

議会」について

執行部から、検討経緯及び2月21日に知事へ提出された提言の報告があった。

委員から、人工干潟化にあたり専門家のアドバイスを受け、工事中及びその後の

モニタリングに重きを置くのはわかるが、協議会委員に県が委嘱した希少野生動植

物保護専門員がいないことはどう考えているかと質問があった。

執行部から、シオマネキについては十脚甲殻類研究の第一人者、コアマモについ

ては四万十川で移植経験のある教授が委員にふさわしいと判断して選定した。提

言は委員のアドバイスを基に様 な々調査を行い、２回のパブリックコメントでの県民の

様々な意見を踏まえ策定された。今後高知市の意見も聞いた上で工事再開となっ

た場合は今一度新堀川の環境調査を行い、その結果やレッドリストの改訂内容を踏

まえ改めて環境部サイドと自然環境保全について協議、検討を行っていきたいと答

弁があった。

委員から、堀は護岸を含めて残し、住民や県外客が見られるところに良さがある。

バランス良く提言したように見えるが４車線化ありきははっきりしている。ほとんどの地

元委員は推進派でまちをどうつくるかというより道路をどうするかがメーンの議論で

あると意見があった。

執行部から、４車線化は提案に入っているが３ｍの歩道を整備し通学する児童の

安全確保が不可欠との思いも入った提案となっている。また、協議会の名称は「はり

まや町一宮線（はりまや工区）まちづくり協議会」であり、道路づくりをどうするかという

視点から見たまちづくりを協議する場で協議会でもこの件について議論があったと

答弁があった。

委員から、提言は委員のうち２名が反対だが地域住民を代表する委員５名は全

員賛成で地域の思いは反映されていると理解できる。自然保護についてここまで配

慮していることは英断であり、委員の総意としてでき上がった提言に対しては尊重し

て事業にかかるべきで、道路の４車線化も全県民的な視点から言えば大変望まれて

いる路線であることからニーズにしっかりと早く応えていくことが大事であると意見が

あった。

別の委員から、非常に良くで

きた提言だと思う。完成イメージ

図も駐車場で覆われた新堀川

が元の姿を現して非常にすっき

りして自然環境にも配慮されてい

る。何より危険な状態に置かれた

通学路を一日も早く改善すべき

で、子供たちの命がかかってい

るという現状を理解し速やかに

提言に基づき計画を事業化して

もらいたいと意見があった。

４月５日
　組織委員会を開き、正副委員長を互選。
４月17日～19日
　本庁各部局、各課の業務概要を聴取。
５月７日～５月28日
　各出先機関等の業務概要を現地などで聴取（８日間）。

はりまや町一宮線はりまや工区の新たな道路計画案

産業振興土木委員会の動き（４～５月）

３月９日・12日・13日・16日（２月定例会中）
　付託された20件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。
　意見書案1件を審査。

産業振興土木委員会の動き（３月）

委員長報告　要旨
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２月定例会

●可決された議案（108議案）※同意を含む

知事提出議案（105議案）

予算議案（41議案）

・平成30年度高知県一般会計予算 ほか40議案

条例議案（45議案）

・高知県防災対策基金条例議案 ほか44議案

その他議案（19議案）

・高知県が当事者である訴えの提起に関する議案　ほか18議案

■地域防災対策事業費のうち応急期機能配置計画広域調整業務
委託について

執行部から、応急期機能配置計画は全市町村で策定されているが、津波による

大きな被害が想定される市町村では必要な用地を単独で確保することが困難なこ

とから、市町村域を越えた広域での調整が必要であり、その調整に必要な業務を委

託するものであると説明があった。

委員から、Ｌ２規模の地震だと広域調整を実施しても仮設住宅建設用地などが不

足している部分もあるとのことだが民間の用地の活用について検討していくのかと

質疑があった。

執行部から、市町村と連携しながら民間の土地や農地も活用するように考えてい

くと答弁があった。

■薬事指導取締事業費について

執行部から、新たな取組として、高知県薬剤師会や、国保、協会けんぽ、後期高

齢者医療広域連合といった3つの医療保険者と協力し、ジェネリック医薬品の使用

促進や高齢者を中心とした重複投薬の是正を図っていくための経費であると説明

があった。

委員から、ジェネリック医薬品の使用割合を高めるには、医療費の差額通知を見

るのが患者にとって一番わかりやすいと思うが、通知はどのように行っているのか。ま

た、患者だけでなく、薬を提供する医療機関側の意識を高める必要もあると考えるが

どうかと質疑があった。

執行部から、県内の国保や後期高齢者医療広域連合においては、全員に通知

するわけではなく、ジェネリック医薬品にかえることによって一定額以上の医療費の

削減に効果があると考えられる上位４％の方に通知している。また、レセプトを分析し

て、ジェネリック医薬品の使用割合が低い医療機関や薬局については、保険者と啓

発をしていきたいと答弁があった。

■子どもの未来応援事業費について

執行部から、子ども食堂にかかわる民間

団体への補助などに要する経費であり、来

年度も引き続き、子ども食堂の支援に取り

組んでいくと説明があった。

委員から、いざというときのための保険へ

の加入なども大事だが、何かが起こってしま

うと、その後の運営が非常に厳しくなる。食

中毒などが起こらないように支援することが

大切だと思うがどうかと質疑があった。

執行部から、子ども食堂を始めるときは、

事前に保健所に相談し、現場を見た上で

助言してもらうよう伝えている。県で食事を提供する場合の管理指針を作成している

ので、子ども食堂の運営者等が集まるネットワーク会議で、その説明をするなどして

いると答弁があった。

危機管理文化厚生委員会危機管理文化厚生委員会

子ども食堂の様子

総 務 委 員 会総 務 委 員 会

■札所寺院調査等委託料について

執行部から、「四国八十八箇所霊場と遍路道」の世界遺産登録に向けた取組と

して、平成30年度は最御崎寺の文化財調査と金剛頂寺の測量調査を実施すると

説明があった。

委員から、世界遺産暫定一覧表への記載を目指すとのことであるが、文化庁から

指摘のあった事項について取り組めば世界遺産に登録されるのかと質疑があった。

執行部から、文化庁とも協議を行っているが、具体的にここまで取り組めば登録さ

れるというものは示されていない。世界遺産に登録されなくても、次の世代にしっかり

残していかなくてはならない財産であり、まずは保護措置を進め、あわせて、国に示し

た10年間の計画をもとに、市町村においても取組を加速しながら、四国４県で足並み

をそろえて推進したいと答弁があった。

委員から、遍路道の保護措置の充実も求められているが、道の維持管理を長期

的に考えると財政的な問題や民間の協力も必要になると思うので、留意して取り組

んでもらいたいと意見があった。

■若者の学びなおしと自立支援事業について

執行部から、ニートや引きこもり傾向にある若者の社会的自立を支援する若者サ

ポートステーションを核として、就学や就労に向けた支援を行うと説明があった。

委員から、通所が困難な若者への支援として、どのような取組を行っているかと質

疑があった。

執行部から、各サポートステーションへの車の配置を増やし、訪問支援・送迎支援

などを強化している。また、県内９カ所で出張相談も行っていると答弁があった。

委員から、進路が決定したものの早期離職となった方への対応はどのような状況

かと質疑があった。

執行部から、平成27、28年度には244名が就労し、うち54名は離職したことがわか

っている。再登録したのは49名で、うち13名が再就職している。就職後１年はしっかり

支援し、１年を超えた後も何かあれば連絡してもらうよう伝えていると答弁があった。

■街頭防犯カメラ等設置支援事業費補助金について

執行部から、補助金制度が広く浸透し、自治体等

からの要望も多い状況にあるので、平成30年度もさ

らなる設置普及に取り組むと説明があった。

委員から、補助制度を設けて平成28年度までに

95台の防犯カメラが設置されたということだが、犯

人検挙に至った成果はどうかと質疑があった。

執行部から、刑法犯の検挙事件のうち各種の防

犯カメラの映像により犯人検挙につながったのは、

平成29年は14.5％、平成28年は13.2％となっており、

防犯カメラが充実することによって犯人検挙につな

がっていると答弁があった。
各地で設置が進む防犯カメラ

４月５日
　組織委員会を開き、正副委員長を互選。
４月17日～19日
　本庁各部局、各課の業務概要を聴取。
４月25日～５月29日
　各出先機関等の業務概要を現地などで聴取（12日間）。

総務委員会の動き（４～５月）

３月９日・12日～14日・16日（２月定例会中）
　付託された24件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。
　意見書案１件を審査。

総務委員会の動き（３月）

４月５日
　組織委員会を開き、正副委員長を互選。
４月17日～19日
　本庁各部局、各課の業務概要を聴取。
５月８日～31日
　各出先機関等の業務概要を現地などで聴取（10日間）。

危機管理文化厚生委員会の動き（４～５月）

３月９日・12日～14日・16日（２月定例会中）
　付託された41件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。
　意見書案１件を審査。

危機管理文化厚生委員会の動き（３月）

２月定例会　常任委員会
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「こうち県議会だより」の点字版・カセットテープ版・デイジー版をご希望の方は

県議会事務局議事課（TEL 088-823-9536）へ。

６月定例会の日程６月定例会の日程６月定例会の日程

  6月  22日 (金) 開　会

　　　27日 (水) 質疑並びに一般質問

　　　28日 (木) 　　〃

　　　29日 (金) 　　〃

 7月　2日 (月) 常任委員会

3日 (火) 　　〃

  　4日 (水) 　　〃

  　6日 (金) 閉　会

【中継】

【中継】

【中継】

【中継】

【中継】

※日程は変更になる場合があります。

 　傍聴の際には、議会事務局議事課

　　（TEL 088-823-9534）で必ず日程をご確認ください。

※定例会、委員会の開催予定及び傍聴の方法は、高知県

議会ホームページにも掲載しています。

高知県議会では、県内の高校生等の皆さんに議

会や政治への関心を深めていただくため、県議会

だよりなどの広報活動に使用する写真のコンテス

トを実施しています。なお、入賞された方には副賞

として図書カードと作品のパネルを贈呈します。

詳 し く は 高 知 県 議 会 の ホ ー ム ペ ー ジ

（http://gikai.pref.kochi.lg.jp/publicity/phot

ocon.html）をご確認ください。

高校生フォトコンテストの作品募集

応募方法等

● 対　象　者 

● 応 募 期 限 

● 応 募 方 法

● お問い合わせ

…… 県内の高等学校等に在学中の方

…… 平成30年9月7日（金）17時（必着）

…… 平成29年４月以降に県内で撮影した

横長・カラー写真のjpegデータを１点

ずつ添付して、下記のアドレスにメー

ル送信。メールのタイトルに学校名、

本文に学年・氏名（ふりがな）・電話番

号・作品名・撮影場所（市町村）・作品に

対するコメント（200文字以内）を記

載してください（１人５点まで）。

…… 高知県議会事務局議事課企画広報班

〒780-8570　高知市丸ノ内１丁目2番20号

TEL: 088-823-9536　

浜田前議長と明神前副議長を囲む昨年の入賞者の皆さん

議会中継

応募用メールアドレス：

photocon@ken.pref.kochi.lg.jp

本会議の審議の様子をインターネットと

ケーブルテレビで生中継しています。

インターネット

ケーブルテレビ

〇高知県議会ホームページの「議会中
継」からご覧いただけます。

〇VOD（ビデオ・オン・デマンド）にて、
平成25年度以降の録画中継もご覧
いただけます。

〇スマートフォン・タブレットなどでも
ご視聴可能です。
[URL] http://gikai.pref.kochi.lg.jp/

〇生中継を下記ケーブルテレビ局で
放送しています。

●高知ケーブルテレビ

●西南地域ネットワーク

●よさこいケーブルネット

●香南ケーブルテレビ

●四万十町ケーブルネットワーク

●むろと光サービス

●黒潮町ケーブルテレビ

・・・718ch

・・・111ch

・・・851ch

・・・112ch

・・・111ch

・・・111ch

・・・11ch、111ch

平成 30 年度の県議会の構成　
常任委員会会派別議員構成 議会運営委員会

総務委員会 危機管理文化厚生委員会

委員長会派名

（22人）

（８人）

会派名氏　名 氏　名

副委員長

委　員

（自 民）明 神 健 夫

久 保 博 道

土 居　　 央
浜 田 豪 太
弘 田 兼 一
浜 田 英 宏
黒 岩 正 好
大 野 辰 哉
上 田 周 五
塚 地 佐 智

（自 民）

（自 民）
（自 民）
（自 民）
（自 民）
（公 明）
（県 民）
（県 民）
（共 産）

池 脇 純 一

横 山 文 人

今 城 誠 司
田 中　　 徹
梶 原 大 介
土 森 正 典
橋 本 敏 男
高 橋　　 徹
米 田　　 稔

（公 明）

（自 民）

（自 民）
（自 民）
（自 民）
（自 民）
（県 民）
（県 民）
（共 産）

所　管
（担当）

・総務部
・会計管理局
・教育委員会
・選挙管理委員会
・人事委員会
・監査委員
・公安委員会
・他の常任委員会の所

管に属さない事項

委員長
副委員長

梶 原 大 介

黒 岩 正 好

上 田 貢 太 郎
今 城 誠 司
加 藤　　 漠
桑 名 龍 吾
浜 田 英 宏
大 野 辰 哉
中 内 桂 郎
米 田　　 稔

（自 民）

（公 明）

（自 民）
（自 民）
（自 民）
（自 民）
（自 民）
（県 民）
（県 民）
（共 産）

久 保 博 道
横 山 文 人
弘 田 兼 一
池 脇 純 一

上 田 周 五
中 根 佐 知

（自 民）
（自 民）
（自 民）
（公 明）

（県 民）
（共 産）

土 居 　 　 央
浜 田 豪 太
西 内 　 　 健
梶 原 大 介

黒 岩 正 好
坂 本 茂 雄
塚 地 佐 智

（自 民）
（自 民）
（自 民）
（自 民）

（公 明）
（県 民）
（共 産）

監査委員

高知県競馬組合議会議員
高知県・高知市
病院企業団議会議員

弘 田 兼 一
依 光 晃 一 郎

（自 民）
（自 民）

・危機管理部
・健康政策部
・地域福祉部
・文化生活スポーツ部
・公営企業局

商工農林水産委員会 産業振興土木委員会

西 内　　 健

野 町 雅 樹

金 岡 佳 時
依 光 晃 一 郎
桑 名 龍 吾
武 石 利 彦
前 田　   強
中 内 桂 郎
中 根 佐 知

（自 民）

（自 民）

（自 民）
（自 民）
（自 民）
（自 民）
（県 民）
（県 民）
（共 産）

加 藤　　 漠

下 村 勝 幸

上 田 貢 太 郎
坂 本 孝 幸
三 石 文 隆
西 森 雅 和
石 井　　 孝
坂 本 茂 雄
吉 良 富 彦

（自 民）

（自 民）

（自 民）
（自 民）
（自 民）
（公 明）
（県 民）
（県 民）
（共 産）

・商工労働部
・農業振興部
・林業振興・環境部
・水産振興部
・労働委員会
・海区漁業調整委員会
・内水面漁場管理委員会

・産業振興推進部
・中山間振興・交通部
・観光振興部
・土木部
・収用委員会

平成 30 年 4 月 5 日現在

委　員

● 表の中で使用した会派の略称は下記のとおりです。（自　民）……自由民主党    （県　民）……県民の会   （共　産）……日本共産党　　　（公　明）……公明党

● ３月 31 日付けで「まほろばの会」は解散し、４月１日付けで金岡佳時議員が「自由民主党」に加入しました。

金 岡 佳 時

下 村 勝 幸

野 町 雅 樹

上田貢太郎

今 城 誠 司

久 保 博 道

田 中 　 徹

土 居 　 央

浜 田 豪 太

横 山 文 人

加 藤 　 漠

坂 本 孝 幸

西 内 　 健

弘 田 兼 一

明 神 健 夫

依光晃一郎

梶 原 大 介

桑 名 龍 吾

武 石 利 彦

西 森 雅 和

黒 岩 正 好

池 脇 純 一

石 井 　 孝

大 野 辰 哉

橋 本 敏 男

前 田 　 強

高 橋 　 徹

上 田 周 五

坂 本 茂 雄

中 内 桂 郎

中 根 佐 知

吉 良 富 彦

米 田 　 稔

塚 地 佐 智

自

由

民

主

党

県

民

の

会

日

本

共

産

党

公

明

党

（３人）

（ 定 数 3 7 人・現 員 3 7 人 ）

三 石 文 隆

浜 田 英 宏

土 森 正 典

（４人）

自

由

民

主

党

ルネサス高知工場の承継先の確保等に関する県議会の要請活動

ルネサスセミコンダクタマニュファクチュアリング（株）の

高知工場閉鎖に関し、県議会では、ルネサスエレクトロニク

ス（株）等に対し、平成27年12月に県と締結した和解契約

に基づき、工場が閉鎖される平成30年５月末までに承継企

業を確保するよう、また、従業員の雇用の継続を図るよう、

最大限の努力を求めて、要請活動を実施してきました。

なお、６月18日（月）に商工農林水産委員会を開催し、県

のこれまでの取組や今後の取組等について、執行部の説明

を求める予定です。

平成２９年１２月４日

商工農林水産委員会正副

委員長が、ルネサスエレクト

ロニクス本社への要請活動

（東京都）

平成３０年３月１６日

商工農林水産委員会が、ル

ネサス高知工場への要請

活動

平成３０年４月６日

土森議長及び商工農林水

産委員会の新旧委員長が、

ルネサスエレクトロニクス

本社への要請活動（東京都）

これまでの活動
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